
授業科目名(英文名)
／Course title

基礎医学統合／Horizontal and Vertical Integration between Basic and Clinical Medicine

一條裕之(医学系)，竹内勇一(医学系)，中村友也(医学系)，川口将史(医学系)，伊藤哲史(医学系
)，岡部素典(医学系)，相古千加(医学系)

担当教員(所属)／Instructor

専門教育科目　医学一般授業科目区分／Category

授業種別／Type of class講義科目ＣＯＣ＋科目／COC+Course
※平成28年度入学者から適用

-

2021年度／Academic Year　
　前期／Spring　他

開講学期曜限／Period 対象所属／Eligible Faculty医学部医学科／School of Medicine
Department of Medicine

152623 対象学年／Eligible grade2年時間割コード／Registration Code 単位数／Credits1.0

1M1-87022-0800ナンバリングコード／Numbering Code

一條 裕之(一條裕之　tel 076-434-7205　ichijo@med.u-toyama.ac.jp)
伊藤　哲史(医薬イノベーションセンター4階　システム機能形態学講座
Dept. Systems Function & Morphology
E-mail: itot@med.u-toyama.ac.jp)

連絡先（研究室、電話番号、電子メールなど）／Contact

一條 裕之(金曜日：16時～17時・医薬イノベーション棟４F・事前連絡不要)
伊藤　哲史(E-mailで事前に連絡してから訪問すること。
Arrange appointment by e-mail.)

オフィスアワー（自由質問時間）／Office hours

Moodleコース統合時間割コード
／Moodle course join Registration Code

Moodleコース登録教員名
／Moodle course registered Instructor

MoodleコースURL
／Moodle course URL

リアルタイム・アドバイス／Real-time advice更新日　

対面授業で実施する予定です．状況によっては変更する事があります．
（１）「基礎医学統合」科目は少人数グループで行われる問題解決型の授業です。
「基礎医学統合」に先立って行われる解剖学実習の全ての内容が問題探求の題材になっています。実習期間中はを学習の疑問を探索し
、そこで得た疑問から学習課題を抽出することを意識して下さい。解剖学実習の間に問題の抽出とグループ内やグループ間の議論につ
とめてください。
（２）解剖学実習終了後に「基礎医学統合」科目のオリエンテーションの講義を行います。グループ学習の時間を設けていますので、
グループにおいて、テーマの抽出、資料の検討と議論を通じた課題の解決、発表内容の検討と資料の作成を行い、発表を行います。

授業のねらいとカリキュラム上の位置付け（一般学修目標）
／Course Objectives

教育目標
／Educational Goals

解剖学実習を通じて得た知識と疑問を発展させて、同僚との共同作業の中で、肉眼解剖学的変化の背景にある正常と異常を認識し、問
題解決能力と発表能力を身につける。
医師免許をもち，病理解剖業務経験がある教員が，その経験を活かして，当科目を指導する．リソースパーソンには，附属病院での実
務経験を有する教員が含まれている。
達成目標／Course Goals

(1)医学を学び、医療の専門職者を目指す者として個人を越えた目標を述べることができる。
(2)解剖実習遺体の正常と異常の概略を記載することができる。
(3)グループ討論において、自分の意見を述べ、相手の意見を積極的に聞いて議論に参加し、メンバーの一員としての役割を果たすこと
ができる。
(4)自ら疑問点・問題点を挙げ、それを明らかにするための方法を述べることができる。
(5)学んだことを他者にわかりやすく説明することができる。
(6)医学生として、積極的に自己学習することができる。
(7)基本的なレポートの構成を理解し、作成し、発表することができる。
授業計画（授業の形式、スケジュール等）／Class schedule



詳細は授業計画詳細情報を参照ください。
　オリエンテーション
　グループワーク1
　グループワーク2
　リソースアワー1
　グループワーク3
　発表会

(1)冒頭の授業でオリエンテーションを行います。問題解決の流れを説明し、プレゼンテーションの作法と文献検索と引用の方法を説明
します。ビジュアルデザインの基本を説明します。moodle上の自己評価表の記載方法を説明します。
(2)グループワーク（3回）では授業開始時に集合します。グループ討論概要報告書用紙（各グループに1枚）を配布しますから、討議の
内容と問題解決の進行状況を記録して、グループワーク終了後、当日24時までにmoodle上に記入する。
(3)リソースアワー（1回）：自習やグループ学習で疑問が解決しない時などにはリソースパーソンにコンタクトをとって、相談してく
ださい。リソースアワー開始時には集合する必要はありません。リソースアワーの報告用紙はありません。
(4)発表会：各グループの成果をスライドにまとめて発表します。
授業時間外学修（事前・事後学修）／Independent Study Outside of Class

(1)解剖学実習の中で抽出された問題に基づいて討論します。
(2)問題について情報収集と自己学習を行います。
(3)自習で個別に学んだことを共有・確認し合います。分かったことから課題に戻り、更に調べることを討論します。
(4)授業外学修で学んだことを共有した上で、討論を深めます。
(5)発表用のスライド原稿をグループでまとめます。部分的なコピーを含めて資料のコピーアンドペーストは行ってはいけません。図表
などを引用する場合には引用文献を明記してください。
(6)個人レポートを作成します。自分の言葉でまとめてください。部分的なコピーを含めて資料のコピーアンドペーストは行ってはいけ
ません。図表などを引用する場合には引用文献を明記してください。
(7)事前学修と事後学修をあわせて3時間の授業外学修が必要である．

Active Learning科目, ICT活用科目，実務経験教員科目（リソースパーソン）

正常構造と変異や破格、生体機能とそれを支える構造、生体の階層性、正常機能と疾患の分
子機構、組織と器官の障害、生体の構造と機能の変化と医学と医療、SDGs科目

キーワード／Keywords



リソースパーソン
自習やグループ学習で疑問が解決しない時などにはコンタクトをとって、相談してください
。
一條裕之（解剖学）ichijo@med.u-toyama.ac.jp
伊藤哲史（システム機能形態学） itot@med.u-toyama.ac.jp
田村了以（生理学）rtamura@med.u-toyama.ac.jp
森寿（医科分子生物学）hmori@med.u-toyama.ac.jp
井村穰二（病理学）imura@med.u-toyama.ac.jp
笹原正清（病理学）sasahara@med.u-toyama.ac.jp
芳村直樹（循環期外科学）ynaoki@med.u-toyama.ac.jp
奥村知之（消化器外科学）okumura@med.u-toyama.ac.jp
川口善治（整形外科）zenji@med.u-toyama.ac.jp
中島 彰俊（産婦人科）akinaka@med.u-toyama.ac.jp
北村寛（腎泌尿器科学）hkitamur@med.u-toyama.ac.jp
黒田敏（脳神経外科学）skuroda@med.u-toyama.ac.jp
林篤志（眼科学）ahayashi@med.u-toyama.ac.jp
林龍二（内科学）htaro@med.u-toyama.ac.jp

提出物
＊各グループの提出物
(1)グループ討論概要報告（Moodleフィードバック）
報告フォームをmoodle上に作ります．グループを代表するものがmoodle上に記入してくださ
い。
グループワーク終了後、同日24時までに完了してください。
提出締め切り日：グループワーク実施日24時

(2)発表スライド（電子ファイル）
各班から発表会後に発表に用いたスライド原稿を提出してください。
堤出の締め切り：7月16日(金)
提出先：基礎医学統合Moodleコースの定められた場所にアップロードして，提出してくださ
い。

＊各人の提出物
(1)自己評価表（Moodleフィードバック）
評価表をmoodle上に作り、オリエンテーションで各人に説明します。各人の取り組みについ
てmoodle上に自己評価を記入してください。
自己評価表記入の締め切り：当日の24時

(2)個人レポート（電子ファイル）
グループ発表の内容に基づいて個人レポートを作成してください。
ファイル形式；pdf　または　MSwordファイル。
様式；自由
提出先：基礎医学統合Moodleコースの定められた場所にアップロードして，提出してくださ
い。
レポート堤出の締め切り：7月26日(月)

履修上の注意／Notices

全ての基礎医学と臨床医学の成書が参考になります。抽出した問題に関わる分野、例えば臓
器器官系や学問分野、についての科目のシラバスとそのなかの教科書・参考書の項目を参考
にしてください。

教科書・参考書等／Textbooks

（１）自己評価表（およそ10％）、レポート（およそ50％）、発表会における発表内容と質
疑応答（およそ40％）を総合的に評価して、成績を評価します。
（２）グループ学習または発表会に無断欠席した場合や、レポートと自己評価表が未提出の
場合は単位は認定されません。

成績評価の方法／Evaluation

解剖学
発生学
組織学
生理学
医科分子生物学
薬理学
病理学
そのほか全ての医学の諸分野

関連科目／Related course

http://www.med.u-toyama.ac.jp/anat/リンク先URL
／URL of syllabus or other information



授業担当
一條裕之（解剖学）
竹内勇一（解剖学）
川口将史（解剖学）
中村友也（解剖学）
伊藤哲史（システム機能形態学）
岡部素典（システム機能形態学）
相古千加（システム機能形態学）

医師免許をもち，病理解剖業務経験がある教員が，その経験を活かして，ヒトの構造と機能
の概要を指導する．

備考／Notes



回（日時）
／Time (date and time)

授業計画詳細／Course schedule

主題と位置付け（担当）
／Subjects and instructor's

学修方法と内容
／Methods and contents

備考
／Notes

7月1日(木)　II オリエンテーション（一條） プレゼンテーションの作法、引用の仕方
、ビジュアルデザインの基本、文献検索

場所は決まり次第連絡し
ます．

7月1日(木)　V グループワーク(1)（川口） 授業開始時に集合し、ワークシートを受
け取る。
スモールグループごと分かれて、問題の
抽出、調査と解決を行う。
当日17時までにワークシートに討議内容
を記載して、moodleに提出する。

場所は決まり次第連絡し
ます．各セミナー室

7月2日(金)　III グループワーク(2)（竹内） 授業開始時に集合し、ワークシートを受
け取る。
スモールグループごとに問題の調査、解
決、発表の準備を行う。
当日17時までにワークシートに討議内容
を記載して、moodleに提出する。

場所は決まり次第連絡し
ます．各セミナー室

7月5日(月)　V リソースアワー(1) 抽出した問題の調査を行う。
リソースパーソンを訪れ、調査と討議を
行う。

必要に応じて各リソース
パーソンを訪ねる。

7月8日(木)　II グループワーク(3)（中村） 授業開始時に集合し、ワークシートを受
け取る。
スモールグループごとに問題の調査、解
決、発表の準備を行う。
当日17時までにワークシートに討議内容
を記載して、moodleに提出する。

場所は決まり次第連絡し
ます．各セミナー室

7月9日(金)　I，II、III発表会（一條，竹内，川口，中村，
伊藤，岡部，相古）

成果の発表、議論、共有と同僚評価 場所は決まり次第連絡し
ます．


